
 ⑧特色ある果樹産地の技術改善と担い手確保による振興 

犬山市のモモ園地継承体制の整備 

 

１ 対象 

  犬山モモ生産者 46 戸 

 

２ 背景 

犬山のモモは、高齢化等により生産者数が減少しており、産地のさらなる縮小が危ぶまれて

いる。産地の維持を図るためには、新たな担い手への継承を進めるための体制整備が必要であ

る。そのため、令和３年度に市、ＪＡ、生産者と犬山のモモの今後の方向性について検討し

「担い手確保・育成体制整備方針（案）」をとりまとめるとともに、生産者に対し今後の営農

意向に関するアンケートを実施した。本年度は、アンケート結果から近い将来リタイヤを予定

している園主を把握し、その園地を借受希望者へ継承するための体制作りに着手した。 

 

３ 活動の内容 

  犬山市とともにアンケート項目を分析し、「後継者がいない」、「園地を貸しても良い」等

の回答があった生産者８名に園地の貸出意向について聞き取り調査を行った。結果、４名から

貸出意向が得られたため、園地情報（面積、品種、植栽本数等）、園地マップ（園の所在地を

示すもの）の作成を行った。 

また、犬山市及びＪＡと作成した園地情報と園地マップの提供先を検討した結果、市内モモ

生産者、モモ栽培サポーター等の適切な栽培管理能力を有する借受希望者のみを対象とするこ

ととしたため、モモ栽培サポーター養成講座の閉講式及び同日に開催されたモモ生産者、サポ

ーター等が一堂に会した「桃に関する意見交換会」において、園地情報と園地マップを提供し

活用を促した。 

借受希望者が現れた場合は、速やかに犬山市、ＪＡと情報共有を行い、農地継承が円滑に進

むよう支援することを確認した。 

 

４ 活動の成果 

モモ園地情報、園地マップの作成によりモモ園地継承

体制が整い、農地流動化対策の一環となった。 
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